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Abstract

埼玉大学では、口径 55cmの赤道儀式光学望遠鏡 SaCRAを有しており、光赤外線天文学大学間連携事業で

のガンマ線バーストや超新星等の突発天体、星形成領域、系外惑星、太陽系小天体の観測を実施している。

現在までに天体導入など架台の制御と CCDやフィルターターレットなどの装置の制御を 1台の LINUX PC

を用いたコマンドラインによる遠隔制御を可能にした。

加えて、可視可視三色同時偏光撮像装置、可視中分散分光装置の製作を行っている。最終的には、これらの

装置を用いた系外惑星や月の地球衝、変光星、太陽系小天体等の観測を行う予定である。今後、これらの装

置に対する制御系の対応や、全自動観測に向けた気象センサーとの同期などが課題となる。

本稿では、埼玉大学 55cm望遠鏡 SaCRAの自動観測システムの確立に向けた制御環境の構築と、上記装置

の製作の現状と課題について報告する。

1 はじめに

一般に、口径が 30cmを超える中～大型の望遠鏡

では、天体導入には計算機を用いた機械導入を行っ

ている。また鏡筒のキャップの開閉や天体の追尾も同

様に行う。ハワイのすばる望遠鏡をはじめとした国

内外の主要な大型望遠鏡では、望遠鏡や検出器、フィ

ルター等を 1台のPCから、コマンド制御によって操

作している。しかし、埼玉大学 55cm望遠鏡 SaCRA

は、納入当初、2台のWindowsPCによる望遠鏡制御

で観測を行っており、あまり効率的ではなかった。さ

らに光赤外線天文学大学間連携事業（以下OISTER）

に埼玉大学も参画しており、GRB等の突発天体に対

する即時観測・解析に対応するために、観測システ

ムの開発を行ってきた。

以下では、この SaCRA望遠鏡及び観測装置の制御シ

ステム（以下 SaCRAシステム）について報告する。

2 埼玉大学55cm望遠鏡SaCRA

埼玉大学で所有している 55cm望遠鏡 SaCRAの

諸元を以下の表 1に示す。

表 1: 埼玉大学 55cm望遠鏡 SaCRAの仕様
形式 リッチー・クレチアン（RC）

カセグレン式反射望遠鏡

架台 フォーク式赤道儀

口径 550mm

焦点 主焦点：F値 2.7

焦点距離 1500mm　

カセグレン焦点：F値 6.5　

焦点距離 3575 mm

角度分解能 0.2”(理論的限界値)

材質 シタール・アルミ蒸着メッキ

埼玉県は、全国でも有数の晴天率を誇り、シーイ

ングも好条件下では 1～2”となる。日々の夜間観測

に加え、公開天文台として一般向けにも天体観望会

を開催して、開放している (月 1～2回程度)点も特

徴の一つである。搭載の観測装置については、後述

する。

3 SaCRAシステムの現状

SaCRAシステムの概況を図 1に示す。
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図 1: SaCRAシステムの概況

SaCRAシステムは、東京工業大学明野 50cm望遠

鏡用に開発された teleconシステム (Shimokawabe et

al. 2007)を、埼玉大学のシステムに即するように改

良して利用している。

システムでは、望遠鏡の架台とドームを動かすWin-

dowsマシンを、Linux OSのマシンからコマンド制

御している。フォーカス調整などは、別のWindows

マシンから行い、CCDとフィルターは、直接、制御

用 Linuxマシンに接続し、制御を行っている。これ

によって散在していた望遠鏡や各装置のステータス

を一本化することが可能となり、これらを fitsヘッ

ダーへ書き込むことに成功した。加えて、昨年度末

には、新たに 36cm反射望遠鏡が設置されたが、現状

では SaCRAシステムには組み込まれておらず、制

御もWindowsマシンのCGIによるものであるため、

現在同時制御システムを開発中である。

4 可視三色同時偏光撮像装置

MuSSHI

新たに開発した観測装置の一つが、可視三色同時

偏光撮像装置”MuSASHI”である（図 2）。

図 2: 可視三色同時偏光撮像装置MuSASHI

変光星や GRBなどの突発天体など、時間と共に

明るさや色が急激に変化するような天体の観測や系

外惑星のトランジット探査では、複数のフィルター

によって継続的に観測する必要がある（潮田 2014）。

これまでは深空乏層冷却CCDとフィルターターレッ

トを用いた観測であったために、フィルターを変え

る必要があった。そこで、CCD3台を用いて、3種

のフィルターによる同時撮像（及び偏光）観測が行

えるような装置を開発した。本装置は、2枚のダイク

ロックミラー（以下DM）と SDSS準拠の r,i,zフィル

ターによって構成されている。またそれぞれのCCD

の接続部分には、シムを挟むことによって、フォー

カスの調整を行えるように設計した。昨年度中に光

学及び筐体の設計は終了し、現在は装置の組み立て、

試験観測を行っている。加えて、これまでのシステ

ムにおける、CCD カメラ 1 台に対する制御を改修

して 3台同時制御を可能とした。また、フォーカス

調整を行うために、撮像したデータを ds9上に表示

させるプログラムやフラット画像とダーク画像を同

様に取得するためのプログラムを作成した。現状で

は、それぞれの波長に対応するプログラムによって、

フィルター情報を格納し、fitsヘッダーやファイル名

を自動で書き込み、簡易一次処理プログラムを施し

ている。



2015年度 第 45回 天文・天体物理若手夏の学校

5 可視中分散分光装置

さらに、可視中分散分光装置を製作中である。(図

3)

図 3: 可視中分散分光装置

スペクトルから元素組成、大気などの状態や物理

量を決定するためには、分光観測が重要となる。そ

こで新たに SaCRA用に可視中分散分光装置を開発

した。本装置は、他の装置に比べ、比較的コンパク

トな設計で、波長分解能の高いエシェルグリズムと

スリットターレット、コリメータレンズ、クロスディ

スパーザ、カメラレンズを組み合わせた光学系とし

た。理論上の分解能は R～3,000（波長 5500Å）で

ある。現在は、光学及び筐体設計、部品の透過率測

定、装置の仮組み立てが終了した。今後、スリット

ターレット及び望遠鏡の制御を SaCRAシステムに

組み込み、実験室での試験観測、性能評価を実施す

る予定である。

6 SaCRAシステムの今後と課題

今後、SaCRA システムでは、突発天体の自動観

測・解析や遠隔制御、自動サーベイ観測を実施してい

く予定である。そのため特に以下の点についてハー

ドウェアの開発やソフトウェアの改良を行う必要が

ある。

• 気象センサーとの連携

• SaCRAシステムを用いた 36cm望遠鏡同時制御

• Linuxによるフィルターターレットの制御

• 自動解析系の導入（OISTER解析パイプライン

の導入）

• 36cm 望遠鏡と 55cm 望遠鏡の同時観測、自動

サーベイ観測システムの構築

• 可視三色同時偏光撮像装置、可視中分散分光装
置による観測のための、ソフトウェアの改良
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